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【背景】アニオンの供給や水素ガスの供給が関与する還元トポタクティック反応では固体供給源

が用いられるが [1]、酸素の供給反応では、酸素ガス中での気相反応や NaClO水溶液中での液相

反応のみしか用いられていない [2,3]。そこで今回、固体供給源を用いた酸化トポタクティック反

応の開発を試みた。過剰酸素を挿入することで超伝導が発現する層状ビスマス正方格子物質

Y2O2Bi [4]に対して、酸素吸蔵材料(Ce0.8Zr0.2)O2を用いて過剰酸素挿入をおこない、超伝導特性を

評価した。 

【実験】固相反応により合成した化学量論組成の

Y2O2Bi多結晶試料を、酸素吸蔵材料(Ce0.8Zr0.2)O2とと

もに石英管中に真空封管し、100–800 ℃で 20時間焼

成し、過剰酸素を挿入した。(Ce0.8Zr0.2)O2のモル量は

Y2O2Bi に対して 0 倍、1 倍、10 倍とした。X 線回折

測定とリートベルト解析により試料の結晶構造を同

定し、電気抵抗測定により超伝導転移温度 (Tc)を評

価した。 

【結果・考察】(Ce0.8Zr0.2)O2量と焼成温度によらず、

Y2O2Bi の a 軸長は焼成前後で 3.872 Å 程度と一定で

あった。一方、c 軸長は、焼成前の 13.249 Å から、

200 ℃の焼成後において、(Ce0.8Zr0.2)O2が 1倍量では

13.252 Å、10倍量では 13.265 Å に伸長した (図 1a)。

なお、0倍量での c軸長伸長は石英管自体からの酸素

供給の影響と考えられる。焼成温度が低く、

(Ce0.8Zr0.2)O2量が多いほど、Tcが高くなり (図 1b)、

10 倍量で 200 ℃に加熱した場合、Tc = 2.3 K となっ

た。これは、仕込み組成制御により過剰酸素挿入した場合の Tc = 2.2 K [4]より高い。以上から、酸

素吸蔵材料(Ce0.8Zr0.2)O2が酸化トポタクティック反応に有効であることがわかった。 
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Fig. 1 Heating temperature dependence of  

(a) c-axis length and (b) superconducting 

transition temperature. 

Tc in Y2O2Bi 

第81回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2020 オンライン開催)9p-Z24-2 

© 2020年 応用物理学会 100000000-112 CS.7

mailto:masanagi.abe.p5@dc

